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令和７年度事業報告書 

 

Ⅰ 総括事項 

 
   当センターは、建設技術者の資質の向上を図るとともに、県及び市町が施行

する建設事業の円滑で効率的な執行を支援し、もって良質な社会資本の構築に

寄与することを目的とする財団法人として平成７年４月１日設立され、その 

後、公益法人制度の改革により、平成２４年度に一般財団法人へ移行した。 

    移行１４年目に当たる令和７年度においては、事業計画に基づき、県及び市

町に対する各種支援業務等を適宜実施し、概ね計画どおり遂行したところであ

る。 

  まず、研修等業務では、技術研修業務について研修区分に応じ２１課程の研

修を実施するとともに、センター独自に市町向け積算システムの研修を行い、

県及び市町の様々なニーズに適確に対応した研修を行った。また、Ｗｅｂ研修

や e-learning を取り入れる等、業務のＤＸ化に継続して取り組んだ。 

 次に、調査研究業務については、山口県が抱える様々な土木行政課題の解決

を図るため、県と山口大学及び徳山工業高等専門学校と１１テーマについて共

同研究を行った。 

 次に、土木積算システム支援業務については、１８市町３関係機関に対し、

同システムを貸与するとともに適切な運用支援を行った。 

  次に、積算等受託業務として、県及び市町から調査設計管理、設計図書作成

及び工事管理業務を７３件受託し、公共工事の迅速で効率的な発注及び執行に

ついて積極的に支援した。なお、特筆事項として、ＡＩ橋梁点検診断システム

のクラウドサーバー利用の支援や、工事管理業務では若手監督職員の現場実地

研修に注力して取り組んだ。 

  また、公益目的業務については、社会基盤メンテナンス技術者育成に関する

講座等を実施するとともに、県及び市町土木技術職員等に対する派遣研修支援

等を行った。 

  なお、センターの中期経営計画が令和７年度で終了するため、次の５年間の

方向性を見据え、次期中期経営計画を策定した。 

  



Ⅱ 庶務事項 

 １ 評議員会 

      当センターの円滑な業務執行を図るため、評議員会を下記のとおり開催し

た。 

区 分 開催年月日・場所 議 題 等          

第１回 
令和7年4月1日 

(臨時:書面決議) 

・評議員３名、理事１名及び監事１名の改選について 

第２回 
令和7年6月3日 

(定時:NPYビル) 

・令和６年度決算について 

・理事の改選について 

 

 ２ 理事会 

      当センターの円滑な業務執行を図るため、理事会を下記のとおり開催した。 

区 分 開催年月日・場所 議 題 等          

第１回 
令和7年5月20日 

(定時:Web会議) 

・令和６年度事業報告について 

・令和６年度収支予算の補正に関する専決処分について 

・令和６年度決算について 

・令和６年度公益目的支出計画実施報告書について 

・令和７年度定時評議員会の開催について 

・(一財)山口県建設技術センター会計規程の一部改正について 

第２回 
令和7年6月3日 

(臨時:書面決議) 

・理事長選定について 

第３回 

令和8年2月12日 

(定時:NPYビル 

対面とWeb会議) 

・令和７年度事業計画の変更について 

・令和７年度収支補正予算について 

・令和８年度事業計画について 

・令和８年度収支予算について 

・(一財)山口県建設技術センター就業規程の一部改正について 

・(一財)山口県建設技術センター育児・介護休業等規程の制定について 

・(一財)山口県建設技術センター文書取扱規程の一部改正について 

・(一財)山口県建設技術センター会計規程の一部改正について 

第４回 
令和8年3月27日 

(臨時:書面決議) 

・臨時評議員会の開催について 

 

 ３ 監査 

    当センターの適切な業務執行のため、下記の監査を受けた。 

 区 分 監査年月日・場所 監 査 内 容 

内部 

(決算) 

令和7年5月12日 

事務所内第1会議室 

令和６年度の事業執行状況、決算及び公益目的支出計画 

実施報告書について 

    



 ４ 評議員及び役員の就退任状況 

      人事異動等に伴い、次のとおり就退任があった。 

職名 
就任又は再任  辞任又は任期満了退任 

氏  名 年 月 日 氏  名 年 月 日 

評議員 中原 健司 令和 7年 4月 1日 仙石 克洋 (令和 7年 3月31日) 

〃 佐々井浩之 〃 － － 

〃 宮原 宏夫 〃 中西 利雄 (令和 7年 3月31日) 

〃 櫻井 敏幸 (令和 8年 4月 1日) 中原 健司 令和 8年 3月31日 

理 事 川本 伸幸 令和 7年 4月 1日 櫛部 貴士 (令和 7年 3月31日) 

監 事 木村 健一 〃 工藤 展照 〃 

理 事 磯中 克文 令和 7年 6月 3日 磯中 克文 令和 7年 6月 3日 

〃 川本 伸幸 〃 川本 伸幸 〃 

〃 山下 純二 〃 山下 純二 〃 

〃 今村 政裕 〃 今村 政裕 〃 

理事長 〃 〃 〃 〃 

理 事 渡辺 一正 (令和 8年 4月 1日) 磯中 克文 令和 8年 3月31日 

〃 片山 博和 〃 山下 純二 〃 

監 事 神田 禮輔 〃 木村 健一 〃 

他の法人等の代表理事等との重要な兼職の状況 

 無し 
 

５ 業務執行体制 

    事業の円滑な実施に対応するため、職員のうち県から５名の派遣を受け、

引き続き業務執行体制の確保に努めた。 

      【センター組織図（令和 7 年 4 月 1 日現在）】 
 
   評議員会   理事会 
   (7 名)   (4 名) 

   評議員   理事長  事務局長  業務部長          総務課 

                                    研修課 

         理事        技術部長     技術課 

         監事(2 名)      工事管理部長     工事管理部 
                  (役員：理事、監事) 
 

 ６ 役職員※の状況（※この場合の役員は、評議員を含む） 

 役 員 数（うち地方公共団体出向者・退職者） 役員平均年齢   役員の平均年収 

         １３名（１０名）      ５９歳   5,064千円 (注1) 

 職 員 数（うち地方公共団体出向者・退職者） 職員平均年齢   職員の平均年収 

         １６名（１３名）      ５１歳   5,249千円 (注2) 

     ※ 平均年齢は令和 7 年 4 月 1 日現在、平均年収は手当込み 

      (注 1) 常勤役員を対象、 (注 2) 臨時職員を除く全職員を対象 

  

(業務部長兼) 

(3 名) 

(2 名) 

(6 名) 

(3 名) 
(業務部長兼) 



 ７ 全国建設技術センター等協議会等への出席状況 

      全国建設技術センター等協議会関連の会議に次のとおり参加した。 

会  議  名 場 所 開催年月日 参加人員 

令和７年度通常総会 東京都 R 7. 5.21 ２人 

令和７年度技術研究発表会 鳥取県 R 7. 9.11 ４人 

令和７年度中国四国ﾌﾞﾛｯｸ支部会議 広島県 R 7.10.23 ３人 

令和７年度全国会議 熊本県 R 7.11. 6 １人 

令和７年度中国四国ﾌﾞﾛｯｸ支部総務会議 高知県 R 7.11.20 １人 

令和７年度技術講習会 東京都 R 8. 1.15 １人 

                        

 ８ 職員研修    

      当センター職員の資質向上を図るため、全国建設研修センターが主催する

研修会等１４講座に、当センター職員を参加させた。     資料１ 

 

 ９ その他 

  (１)市町土木担当課長との連絡会議を開催した。 

会  議  名 場 所 開催年月日 参加人員 

令和７年度市町土木担当課長連絡会議 Web会議 R 7. 5.23 ２８人 

                        

(２)中期経営計画（令和８年度から令和１２年度の５年間）を策定した。 

 

・・・ 資料１ 



Ⅲ 事業実績 

１ 研修等業務 
(１) 技術研修業務 

   ア 専門技術研修                
県及び市町土木技術職員等に対する専門技術研修を行った。  資料２ 

研
修

区
分 

研 修 課 程 名  研 修 内 容 研修対象者 
１回の 

日  数 

１回の 

人 数 

計画 実績 

職 
務 
基 

礎 
研 
修 

新任者(前期)  

・講話（山口県の社会資本整備） 
・設計書の構成と歩掛表の見方（工事編） 

・土木事業と工事監督  ・工事現場実習 
・設計書作成演習     ・お仕事座談会 

・県、市町の新規 
採用土木職員等 

    4 40    47 

新任者(後期） 

・業務成績評定制度   ・施工管理と工事検査  

・土木事業と埋蔵文化財 ・地質調査について 
・山口県の地質調査について 
・設計書の構成（業務編）・設計書作成演習 

・積算に関する質疑応答 ・お仕事座談会 

3 40 40 

災害復旧基礎 

・災害と災害復旧制度について 

・災害復旧工法（河川、道路） 
～美しい山河を守る災害復旧基本方針～ 

・査定設計書作成演習 

（工法検討、設計図面作成、積算、模擬査定） 

     3 40 35 

ＣＡＤ 
・山口県におけるBIM/CIMの取組方針について 
・ＣＡＤの概要 

・ＣＡＤの操作演習（初級、中級） 

   2 30  28 

積算システム 
・設計書作成（基本編、応用編） 

・設計書作成演習 

・県の新規採用土

木職員等 
1 30 19 

                 小 計                   （ ５回） －    180 169 

実 
務 
能 

力 
研 
修 

設計積算 

・土木積算概論     ・土木積算演習と解説 

・設計書作成上の留意点 ・事前提出質問と回答 

・小構造物の設計演習 

・県、市町の土木
 職で経験が５年
 程度の職員等 

2 30 27 

道路維持管理実務 

・山口県における道路維持管理の取組みについて 

・道路法概論と道路の管理について 

・道路改良時の維持管理的着眼点について 

・道路土工構造物の点検及び法面防災について 

・舗装の長寿命化やＡＩを活用した区画線の点検

について 

・トンネルの長寿命化や最新デジタル技術を活用

した取り組みについて 

・道路附属物(標識、照明)の点検について(演習) 

     1 30    21 

河川実務 

・河川計画及び河川協議について 

・河川管理について ・河川計画演習 

・流域治水について 

・最近の話題について 

・河川におけるＤＸの取組について 

・河道計画と河川改修の施工事例について 

・河川管理施設の維持管理について 

・海岸整備事業について ・ダムの役割について 

     2 30     13 

都市計画実務 
【Ｗeb研修】 

・都市計画の概要  ・景観行政について 

・街路事業     ・都市公園事業 

・山口県の景観 

・都市構造再編集中支援事業 

・都市再生整備計画事業 

・都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 

・事例紹介～常盤通りのウォーカブル化について 

～３Ｄ都市モデルの整備と活用事例について 

・土地区画整理事業    ・都市防災総合推進事業  

・持続可能なまちづくり集中支援事業 

2 30 22 

  



 
研
修

区
分 

研 修 課 程 名 研 修 内 容 研修対象者 
１回の 
日  数 

１回の 
人 数 

計画 実績 

実 

務 
能 
力 

研 
修 

砂防実務 

【１日目Ｗeb研修】 

・砂防・地すべり･急傾斜地の区域指定及び管理 

・土砂災害防止法 ・地すべり対策の技術基準 

・急傾斜地対策の技術基準 

・砂防の技術基準 ・砂防設計演習 

・県、市町の土木
 職で経験が５年
 程度の職員等 

2 30 20 

施工管理（基礎） 
【e-ラーニング】 

・施工計画について ・工事監督について 

・施工管理と工事検査について 

・工事写真の撮り方と写真管理のポイント 

・土木工事書類作成マニュアル 

・コンクリート構造物の品質確保 

・工事現場の安全確保について 

・道路工事等に伴う交通安全対策について 

    - - - 

施工管理（コンクリー
ト品質確保） 

・山口県のコンクリート構造物の品質確保の取組 

・コンクリート施工の要点 

・コンクリート打設実習 

・脱型および目視評価について 

・脱型および目視評価実習 

・施工改善について(講義及びグループ討議) 

・総評 

2 20 30 

ＩＣＴ施工管理 

・山口県における建設ＤＸの取組み 

・ＩＣＴ活用工事について 

・ＩＣＴ活用工事現場実習 

（米川地域づくり拠点施設造成工事建設現場） 

1      30    18 

予算・法令実務 
【Ｗeb研修】 

・第三次・担い手３法について 

・土木技術職員のための建設業法 

・土木技術職員のための予算知識 

・社会資本整備総合交付金の制度等について 

・公共工事と会計検査 ・地方債制度について 

・契約・決算事務の流れ 

・産業廃棄物の処理について 

・公共工事の労働災害防止 

2 30 28 

現場研修 

・現場見学 
徳山下松港国際物流ターミナル整備事業 ケー

ソン製作現場 

 古川跨線橋整備工事 建設現場 

    1 30   55 

転勤対象者技術 
【e-ラーニング】 

・建設業法に基づく適正な施工体制の確保について 

・設計書等の作成方法 

・積算上の留意点（積算システム、最近の取組） 

・業務の効率化（工事書類のスリム化） 

・設計書のチェックポイント 

・総合評価入札方式について（工事、業務） 

・県の土木職員等 - - - 

                  小 計                     （１１回） － 260 234 

 

  



 
研 

修 
区 
分 

研 修 課 程 名 研 修 内 容 研修対象者 
１回の 
日  数 

１回の 
人 数 

計画 実績 

専 
門 

能 
力 
研 

修 

道路計画 
・道路計画の概要 ・将来交通量の推計 
・費用便益分析の解説 ・道路計画演習 

・県、市町の土木 
職で経験が１０ 

年程度の職員等 

   2 30  9 

擁壁設計 

・擁壁工設計概論 

・擁壁工設計演習 
・擁壁の形式選定と計画 

     2 30 29 

交差点設計 

・道路整備技術の手引き  

・平面交差の計画と設計（課題演習） 
・平面交差点の交通容量 ・交通管理について 
・公安員会との意見調整 ・交差点協議について 

・課題の解説・質疑応答 

     2 30  11 

ＣＩＭ 

・山口県建設ＤＸ推進計画について 

・i-Constructionや点群データ活用に関する動向 
と事例紹介 

・ＩＣＴ土工の監督・検査要領の解説と計測体験 

・小規模工事のＩＣＴ活用 

2 30    35 

小 計                      （ ４回） － 120 84 

管 

理 
能 
力 

研 
修 

検査技術 

・業務成績評定制度について 

・施工管理と工事検査 
・工事成績評定の改正点・留意点について 
・模擬工事検査 

・県、市町の土木 
職で経験が２０ 

年程度の職員等 
2 30 20 

         小        計            （ １回） － 30 20 

 合        計            （２１回） － 590 507 

 

 

イ センター独自研修 

 県及び市町の多様なニーズに対応するため、専門技術研修課程以外の研修 

をセンター独自で実施した。 

センター独自研修 

No 研 修 課 程 名 研 修 内 容 研修対象者 
１回の
日  数 

１回の 

人 数 

計画  実績 

１ 積算システム 
・設計書作成（基本編、応用編） 

・設計書作成演習 

・市町の新規採用

土木職員等 
1 30 24 

          合 計                    （ １回） 1 30 24 

  



 

   (２) 調査研究業務 

 

       山口県土木行政課題の解決を支援するため、１１テーマについて共同研
究を行った。 

      （山口大学 ９テーマ、徳山工業高等専門学校 ２テーマ）  
 

 研 究 題 目            研究機関 備考 

１ 
GNSS遠隔地モニタリングに基づく長大橋梁の早期異

常検知システム構築と点検手法の開発に関する研究 
山口大学 継続 

２ 
立地適正化計画に対する評価と改定手法に関する研

究 
〃 〃 

３ 椹野川における気候変動を考慮した流域治水の検討 〃 〃 

４ 海岸保全施設の陸閘管理効率化に関する研究 〃 〃 

５ 体験型防災講習による防災意識の向上に関する研究 〃 〃 

６ 
道路維持管理ＤＸを目的とした情報システムの利活

用促進に関する研究 
〃 新規 

７ 
実態調査にもとづく耐候性鋼橋梁の合理的維持管理

に関する研究 
〃 〃 

８ 
地表面からの蒸発量を活用した斜面崩壊リスクの予

測に関する検討 
〃 〃 

９ ステンレス鋼の活用に資する技術資料に関する研究 〃 〃 

10 
フラ Navi（山口県の現場見学会の総合プラットフォ

ーム）による現場見学のすゝめ 
徳山高専 継続 

11 
既設構造物図面からの 3次元モデルの自動生成によ

る維持管理システムの構築 
〃 〃 

               
 

    （３） 情報提供業務 

 

          土木技術に関する情報を情報誌等により県・市町の土木技術職員に提供
した。 

         また、ホームページにより、センター業務のＰＲや土木技術の情報提供 
を行い、様々な技術相談に対し適切に対応した。 

  



 

    （４） 土木積算システム運用支援業務 

 

          市町、県等の設計図書作成業務の迅速化、効率化を図るため、市町、県
等に対して土木積算システムの運用支援を行った。 
また、無料相談について、１２４件の照会に対応した。 
 

      令和７年度支援先台数一覧（１８市町及び３関係機関） 資料３ 

支 援 先 台数（台） 金額（千円） 摘    要 

市   町   348  46,292  １２市６町 

そ の 他 39   5,057  県３機関 

合   計  387  51,349   

 

【参考：前年度実績】  

 405  53,645   

                  

  



 
  （５） 技術アドバイザー派遣業務 

      

     土木技術が高度化する中、発注者としての責務を果たすために、技術的
経験の伝承が困難な８工種（橋梁、トンネル、地盤基礎、下水処理、建設
環境、法面・斜面、ダム、コンクリート）について技術アドバイザーを選
定（外部アドバイザーは登録された３２名の学識経験者から選定、内部ア
ドバイザーの県土木技術職員等は案件の内容により個別に選定）・派遣依
頼し、担当者に対して助言を求めた。 

 

【県】 

 派 遣 先 事 業 名 概    要 工 種 摘 要 

１ 
宇部土木 

建築事務所 

一般国道４９０号 

（絵堂萩道路）道路改良

工事 

橋梁下部工 地盤基礎 学識経験者 

２ 
下関土木 

建築事務所 

一般国道１９１号 

（粟野橋）橋梁（長寿命

化メンテ更新）工事 

橋梁架替工事 
建設環境 学識経験者 

建設環境 学識経験者 

３ 
下関土木 

建築事務所 
木屋川ダム再開発事業 

ダム嵩上げに

伴う付替道路

計画 

法面・斜面 学識経験者 

法面・斜面 学識経験者 

４ 
萩土木 

建築事務所 

原中川広域河川改修工

事 
魚道工 建設環境 学識経験者 

５ 
柳井土木 

建築事務所 

主要県道橘東和線道路改

良（地家室第２トンネル

）工事 

トンネル工事 トンネル 学識経験者 

６ 
柳井土木 

建築事務所 

主要県道光上関線 

（栄橋）橋梁（長寿命化

メンテ 修繕）工事 

橋梁補修工事 
コンクリー

ト 
学識経験者 

 
 

 

  



２ 積算等受託業務 
 
         県及び市町が行う建設事業の円滑な執行を支援するため、次の業務を行っ

た。 

          【調査設計管理業務・設計図書作成業務・工事管理業務】  資料４  

区分 
県事業 市町事業 合計 

件数 金額(千円) 件数 金額(千円) 件数 金額(千円) 

調査設計管理業務 26 56,121 - - 26 56,121 

内

訳 

調査設計管理 17 16,167 - - 17 16,167 

技術ﾏﾆｭｱﾙ作成 8 39,466 - - 8 39,466 

設計成果ﾁｪｯｸ 1 488 - - 1 488 

設計図書作成業務 27 45,331 18 18,445 45 63,776 

工事管理業務 1 38,856 - - 1 38,856 

合計 54 140,308 18 18,445 72 158,753 

 

 

 

【参考：前年度実績】  

【調査設計管理業務・設計図書作成業務・工事管理業務】 

区分 
県事業 市町事業 合計 

件数 金額(千円) 件数 金額(千円) 件数 金額(千円) 

調査設計管理業務 15 39,540 1 1,278 16 40,818 

内

訳 

調査設計管理 5 9,458 1 1,278 6 10,736 

技術ﾏﾆｭｱﾙ作成 6 27,884 - - 6 27,884 

設計成果ﾁｪｯｸ 4 2,198 - - 4 2,198 

設計図書作成業務 34 72,004 15 10,461 49 82,465 

工事管理業務 3 30,090 - - 3 30,090 

合計 52 141,634 16 11,739 68 153,373 

【土地区画整理業務】 

区分 － 
市町事業 

備考 
件数 金額(千円) 

土地区画整理業務 － 1 21,700 登記等作成業務 

  



３ 公益目的業務 
 

 公益目的事業（（１）～（３））                         資料５ 

近年、地域の良好な社会経済活動の保全や活性化及び住民に対する安全・安 

  心の確保のため、社会インフラの老朽化対策等が喫緊の課題となっており、こ 

の課題に的確に対応するため、建設技術者の人材育成を図る講座の実施に取り 

組んだ。 

（１）社会基盤メンテナンス技術者育成に関する講座（6,773千円） 

項目 内容 

初心者の技術 

レベルの底上げ 

実施日：令和 7年 10月 17日・10月 21日～22日 

題 目：令和 7年度橋梁設計・維持管理研修 

対象者：県・市町技術職員及び民間技術者 

内 容：「橋梁等」の設計・維持管理、点検・診断、補修・補強に

関する基礎的事項に係る座学と現場実習 

受講者数：15名（県：5名、市町：8名、民間：2名） 

 （561千円） 

中核となる人材

の育成 

実施日：令和 7年 9月 2日～9月 26日（全 28コマ） 

題 目：令和 7年度（2025年度）社会基盤メンテナンスエキスパー

ト山口（ＭＥ山口）養成講座  

対象者：社会基盤整備に関する実務経験を有する県・市町技術職員

及び民間技術者 

内 容：「橋梁とトンネル」の設計から点検および補修・補強に関

する専門的事項に係る座学と現場実習 

合格者数：46名（国県市：11名、民間等：35名）     

その他：山口大学との共同開催          （6,045 千円） 

 

（２）建設業に関する講座 

項目 内容 

出前講座 

（建設業の魅力 

の PR） 

・ 6月 02日 徳山商工高等学校   12名 

・11月 10日 田布施農工高等学校  18名 

計     2校      30名 

 

（３）大学等との共同（技術）研究 

    今年度の共同研究実績無し。 

  



 

継続事業（（４）～（５））  

（４）派遣研修支援（2,526千円） 

県及び市町土木技術職員等を国土交通大学校等の研修に派遣する場合、テ

   キスト代等の経費について支援を行った。 

（総数 32名：県 13名、市町 19名） 

 

（５）情報提供（452千円） 

    当センターの編集制作する情報誌を、県及び市町の土木技術職員等全員に 

配信した。 

ホームページ等を活用して、公益目的業務に関する情報の提供を行った。

  



Ⅳ 事業計画と実績との対比 

 

当  初 実  績 

 

１ 研修等業務 

（１）技術研修業務 

  ・研修回数：２１回 

  ・参加人数：５９０人 

  ・センター独自研修の実施 

（２）調査研究業務 

  ・官学共同研究の実施 

（３）情報提供業務 

  ・情報誌配布、技術相談等 

（４）土木積算システム運用支援業務 

  ・システム貸出台数：４０２台 

（５）技術アドバイザー派遣業務 

  ・技術アドバイザー派遣 

 

１ 研修等業務 

（１）技術研修業務 

  ・研修回数：同左 

  ・参加人数：５０７人 

  ・同左 

（２）調査研究業務 

  ・同左 

（３）情報提供業務 

  ・同左 

（４）土木積算システム運用支援業務 

  ・システム貸出台数：３８７台 

（５）技術アドバイザー派遣業務 

  ・同左 

 

 

２ 積算等受託業務 

（１）積算等受託業務件数 ：８２件 

 

 

２ 積算等受託業務 

（１）積算等受託業務件数 ：７２件 

 

 

３ 公益目的業務 

（１）公益目的事業 

 ア  社会基盤メンテナンス技術者育成に

関する講座 
   （初心者、中核となる人材） 
 イ  建設業に関する講座 
   （出前講座） 
 ウ  大学等との共同（技術）研究 
   （テーマ検討等） 
（２）継続事業 

 ア  派遣研修支援 
   （国土交通大学校等派遣研修支援） 
 イ  情報提供 

 

 

３ 公益目的業務 

（１）公益目的事業 

 ア  同左 

 

 

イ  同左 

 

ウ  同左 

 

（２）継続事業 

 ア  同左 

 

 イ  同左 

 



Ⅴ 令和７年度事業報告書に係る附属明細書について 

 

 令和７年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行 

規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な 

事項」が存在しないので作成しない。 
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